
 

 
 

 

第
九
章 

民 
 

 

謡 

 

一 

与
論
民
謡
の
特
色 

 

与
論
島
の
民
謡
歌
曲
に
は
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
古
い 

形
式
の
も
の
が
あ
る
。
固
有
の
日
本
音
楽
の
原
点
に
近
い
も
の
が 

伝
わ
っ
て
い
る
と
見
て
よ
く
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
に
は
本
土
系 

や
奄
美
本
島
系
や
琉
歌
系
の
も
の
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ 

の
古
い
歌
曲
は
古
代
固
有
の
日
本
音
楽
を
研
究
す
る
上
に
参
考
に 

な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
与
論
島
民
謡
の
歌
詞
は
日
常
口
語
に
用
い 

て
い
る
言
語
形
式
を
、
八
八
八
六
の
句
形
に
配
列
し
た
だ
け
で
構 

成
さ
れ
て
い
る
。
「
言
う
こ
と
ば
」
と
「
歌
う
こ
と
ば
」
と
が
一 

致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
与
論
島
民
謡
の
特
色
の
一
つ 

に
な
っ
て
い
る
。
歌
謡
の
種
類
に
は
、
子
守
歌
、
酒
宴
歌
（
ウ
キ 

ユ
歌
）
、
祝
歌
、
教
訓
歌
、
労
働
歌
、
ワ
ラ
ベ
歌
（
童
謡
）
、
遊
び 

歌
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
遊
び
歌
の
歌
詞
の
数
量
が
最
も
多
数 

を
占
め
、
そ
の
内
容
は
恋
愛
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
。
歌
詞
の
ほ 

と
ん
ど
が
特
定
の
人
が
詠
み
作
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
民 

衆
の
生
活
の
中
か
ら
自
然
に
湧
き
出
た
詠
み
人
知
ら
ず
の
も
の
で 

あ
る
。
奄
美
四
島
や
沖
縄
の
も
の
と
一
致
ま
た
は
類
似
す
る
歌
詞 



も
あ
る
。 

 

遊
び
歌
に
は
主
と
し
て
「
ウ
タ
カ
キ
」
の
「
懸
キ
歌
」
が
歌
わ 

れ
る
。
奇
抜
で
人
の
胸
を
う
つ
即
興
歌
詞
を
詠
み
歌
っ
て
「
ウ
タ 

カ
キ
」
の
場
を
賑
や
か
な
も
の
に
し
、
そ
れ
が
広
ま
っ
て
一
般
に 

歌
わ
れ
る
共
通
歌
詞
と
し
て
定
着
し
た
も
の
も
あ
る
。
日
常
使
っ 

て
い
る
口
語
を
八
八
八
六
の
音
律
に
当
て
、
即
興
的
に
歌
う
だ
け 

で
り
っ
ぱ
な
詩
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
前
に
は
そ
れ
が
著
し
か
っ 

た
。
わ
れ
わ
れ
島
民
の
祖
先
は
天
才
的
詩
人
で
あ
っ
た
。
与
論
島 

音

楽

の

歌

曲

は

、

固

有

の

も

の

、

沖

縄

の

も

の

で

大

部

分

を

占 

め
、
奄
美
五
島
共
通
の
流
行
歌
（
チ
ュ
ッ
キ
ャ
リ
ブ
シ
、
ジ
ン
ト 

オ
ブ
シ
）
な
ど
も
あ
る
。
沖
縄
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
に
は
、
グ 

ジ
ン
プ
ウ
（
御
前
風
）
、
パ
イ
チ
ク
テ
ィ
ン
ブ
シ
、
ヌ
ブ
リ
ク
ド
ゥ 

キ
、
カ
メ
ラ
ブ
シ
、
ハ
ト
マ
ブ
シ
な
ど
が
あ
る
。
ミ
ヤ
ク
ブ
シ
の 

曲
調
は
与
論
島
固
有
の
も
の
と
は
異
な
る
の
で
琉
歌
系
の
も
の
で 

あ
ろ
う
。
ま
た
、
与
論
島
に
お
い
て
は
奄
美
本
島
の
哀
調
を
帯
び 

た
、
例
え
ば
、
カ
ン
ツ
メ
ブ
シ
、
ク
ル
ダ
ン
ド
ゥ
ブ
シ
な
ど
は
歌 

わ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
パ
イ
チ
ク
テ
ィ
ン
ブ
シ
、
ミ
ヤ
ク
ブ
シ 

は
廃
れ
て
い
る
。 

 

与
論
固
有
の
歌
曲
に
は
、
子
守
歌

ク
ヮ
ム
イ
ウ
タ

、
ウ
キ
ユ
歌
、
テ
ィ
シ
ャ
ク 

ブ
シ
、
ス
ル
マ
ン
ダ
イ
歌
、
臼
搗
キ
歌
、
稲
擦

イ

ニ

ス

リ
ブ
シ
、
ア
ン
チ
ャ 

メ

エ

ブ

シ

、

上ア

ギ

イ

キ

ン

ト

オ

、

下サ

ギ

イ

キ

ン

ト

オ

、

ミ

チ

イ 

キ
ン
ト
オ
、
昔
イ
キ
ン
ト
オ
、
イ
キ
ン
ト
オ
（
下
ギ
イ
キ
ン
ト
オ 

か
ら
生
じ
た
も
の
）
、
ア
タ
イ
サ
マ
タ
ギ
、
フ
ゥ
サ
ト
ゥ
ブ
シ
、 

ワ
ラ
ビ
歌
、
グ
シ
ャ
ク
ヘ
ン
ヨ
ー
（
類
似
の
曲
調
が
他
所
で
も
歌 

わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
）
が
あ
る
。
テ
ィ
シ
ャ
ク
ブ
シ
、
ア
ン
チ
ャ 

メ
エ
グ
ワ
ー
、
イ
チ
カ
ブ
シ
、
シ
ヌ
マ
ン
ダ
イ
の
四
つ
は
沖
永
良 

部
島
に
お
い
て
類
似
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
ウ
キ
ユ 

歌
、
稲
擦
リ
ブ
シ
、
上
ギ
・
下
ギ
イ
キ
ン
ト
オ
、
ア
タ
イ
サ
マ
タ 

ギ
ブ
シ
、
フ
ゥ
サ
ト
ゥ
ブ
シ
は
現
在
廃
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
与 

論
島
固
有
の
歌
曲
は
音
楽
史
的
に
み
て
、
琉
球
歌
系
や
奄
美
本
島 

歌

系

の

も

の

よ

り

も

よ

り

古

い

時

代

に

発

達

し

た

も

の

で

あ

ろ 

う
。
与
論
島
固
有
の
音
楽
は
琉
歌
系
や
奄
美
本
島
系
の
も
の
と
は 

異
な
っ
て
い
て
、
ヤ
マ
ト
ゥ
歌
系
統
の
も
の
を
伝
え
て
い
る
と
い 

う
意
識
が
、
次
に
示
す
歌
詞
に
歌
い
表
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

歌 ウ

タ

ヌ

始パ

ジ

マ

リ

ヤ 

ヤ

マ

ト

ゥ

カ

ラ

降ク

ダ

テ

ィ 

中

留

ナ
カ
ド
ゥ
マ

イ 

 
 

ヤ
永
良
部

イ

ラ

ブ 

果 パ

テ
ィ
ヤ
与
論

ユ

ン

ヌ 

 

歌
謡
音
楽
の
始
ま
り
は
本
土
の
ヤ
マ
ト
ゥ
か
ら
降
り
伝
わ
り
、 

そ
れ
が
南
西
諸
島
に
伝
播
す
る
中
途
で
沖
永
良
部
島
に
留
ま
り
、 



伝
来
の
落
ち
着
い
た
果
て
は
与
論
島
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
歌 

い
伝
え
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
は
沖
縄
や
奄
美
諸
島
に
お
い
て
、
ヤ 

マ
ト
ゥ
歌
系
と
は
異
な
る
歌
謡
音
楽
が
発
生
し
た
当
時
、
詠
み
歌 

わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う0

固
有
ヤ
マ
ト
ゥ
歌
系
が
最
後
ま
で
残
っ 

た
地
点
は
、
与
論
島
と
沖
永
良
部
島
だ
け
で
あ
る
と
い
う
意
味
で 

あ
る
。
む
ろ
ん
ず
っ
と
以
前
に
は
奄
美
諸
島
や
沖
縄
県
下
に
ヤ
マ 

ト
ゥ
歌
系
の
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
沖
永
良
部
島
よ 

り
も
与
論
島
の
方
が
、
ヤ
マ
ト
ゥ
歌
系
統
の
も
の
は
数
多
く
残
っ 

て
い
る
と
い
う
意
識
も
含
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
の
示
す
「
ヤ 

マ
ト
ゥ
」
と
は
、
日
本
本
土
の
こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
本 

土
の
ど
こ
ら
あ
た
り
を
指
し
た
も
の
か
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
直 

接

的

に

は

南

九

州

本

土

か

日

本

国

の

中

央

と

な

っ

た

近

畿

地

方 

か
、
そ
の
両
方
の
地
方
か
の
い
ず
れ
か
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
ろ 

う
。 

 

言
語
と
音
楽
（
特
に
歌
謡
音
楽
）
と
は
非
常
に
密
接
な
関
係
を 

も
っ
て
い
る
。
古
い
時
代
に
お
い
て
は
こ
の
両
方
を
切
り
離
し
て 

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
日
本
固
有
の
ヤ
マ
ト
ゥ
歌
系
統
の
も
の 

が

与

論

島

に

数

多

く

伝

存

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

は

、

そ

れ

に 

伴
っ
て
日
本
古
代
の
言
語
も
与
論
島
に
残
存
し
て
い
る
と
い
う
こ 

と
な
の
で
あ
る
。
与
論
島
に
は
非
常
に
古
い
時
代
の
言
語
の
要
素 

（
音
韻
・
語
彙イ

・
文
法
）
が
保
た
れ
て
い
て
、
八
世
紀
の
近
畿
中 

央
語
の
も
の
よ
り
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か 

ら
与
論
島
に
は
、
日
本
の
言
語
の
原
始
的
な
形
態
構
造
や
形
式
と 

共
に
、
歌
謡
音
楽
も
古
代
の
固
有
の
も
の
が
伝
存
さ
れ
て
い
る
と 

見
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、『
古
事
記
』
の
「
ウ
キ
歌
」 

の
歌
詞
は
、
与
論
島
の
「
ウ
キ
ユ
歌
」
の
曲
調
に
嵌
め
て
歌
う
こ 

と
が
出
来
る
か
ら
、
ま
っ
た
く
不
思
議
で
あ
る
。
日
本
の
言
語
や 

音
楽
な
ど
の
文
化
が
近
畿
地
方
に
移
っ
て
、
そ
こ
が
日
本
の
中
央 

に
な
る
以
前
に
は
、
あ
る
い
は
南
九
州
本
土
辺
り
か
ら
奄
美
諸
島 

が
、
日
本
の
言
語
や
音
楽
な
ど
の
故
郷
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ 

う
か
。 

 

与
論
島
の
民
謡
歌
曲
を
楽
譜
の
構
成
か
ら
見
る
と
、
子
守
歌
は
、 

ミ
・
ソ
・
シ
・
レ
の
四
声
音
階
（
四
音
音
階
と
も
）
で
構
成
さ
れ 

て
い
る
。
ミ
と
ソ
の
間
は
三
度
音
程
で
あ
り
、
ソ
と
シ
の
間
も
シ 

と
レ
の
間
も
、
共
に
三
度
音
程
で
あ
る
。
三
度
音
程
を
基
本
と
し 

て
の
音
階
構
成
は
、
歌
謡
発
達
の
上
か
ら
見
て
古
い
も
の
で
あ
ろ 

う
。
そ
れ
で
、
四
音
音
階
は
も
っ
と
も
単
純
で
非
常
に
古
い
時
代 

に
発
達
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
与
論
島
に
わ
れ
わ
れ
の
遠
い 



祖
先
が
住
み
つ
い
た
は
る
か
昔
か
ら
、
歌
わ
れ
続
け
て
き
た
も
の 

で
あ
ろ
う
。
与
論
島
民
謡
曲
の
中
で
、
子
守
歌
が
最
も
古
い
時
代 

を
伝
え
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。 

 

次
に
古
い
楽
曲
構
成
の
も
の
と
し
て
は
「
ウ
キ
ユ
歌
」
が
あ
る
。 

酒
盛
り
の
場
で
歌
わ
れ
る
酒
宴
歌
で
あ
る
。
子
守
歌
に
次
い
で
古 

い
時
代
に
発
達
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ウ
キ
ユ
ウ
タ
は
、
ウ
キ 

ユ
イ
ウ
タ
を
略
し
た
形
で
あ
る
。
楽
曲
は
ド
・
ミ
・
ソ
・
シ
・
レ 

の
五
音
音
階
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
直
径
一
五
セ
ン
チ
く 

ら
い
の
大
き
さ
の
円
形
の
大
盃
（
ウ
プ
サ
カ
ヂ
キ
）
に
、
御
酒
を
な 

み
な
み
と
注
ぎ
入
れ
た
も
の
を
オ
ウ
ム
ヌ
サ
イ
（
大
物
酒
）
と
い 

う
。
そ
の
大
物
酒
を
内
容
と
し
て
歌
詞
が
作
ら
れ
、
大
昔
か
ら
歌 

い
続
け
ら
れ
て
き
た
。
ウ
キ
ユ
歌
は
日
本
固
有
本
来
の
ヤ
マ
ト
ゥ 

歌
系
統
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
今
で
は
こ
の
歌
曲
を
本
調
子
で
歌 

い
う
る
者
は
い
な
い
。 

 

次
に
古
い
歌
曲
と
し
て
は
「
臼ム

ン

チ
キ
歌
」
で
あ
る
。
ド
・
レ
・ 

ミ
・
ソ
・
シ
の
五
音
音
階
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
歌
詞
は 

男
と
女
が
交
互
に
懸
け
合
っ
て
歌
わ
れ
る
。
非
常
に
古
い
時
代
か 

ら
歌
わ
れ
続
け
て
き
た
労
働
歌
で
あ
る
。
今
で
は
臼
搗
き
を
す
る 

家
庭
が
少
な
く
な
っ
て
こ
の
歌
は
衰
え
て
ゆ
き
つ
つ
あ
る
。
次
に 

古
い
歌
曲
と
し
て
は
、
ワ
ラ
ビ
ウ
タ
（
鳩
鳩
、
パ
ア
ト
ゥ
ウ
パ
ア 

ト
ゥ
ウ
）
、
シ
ヌ
マ
ン
ダ
イ
ウ
タ
、
稲
擦
リ
ブ
シ
、
ミ
チ
イ
キ
ン 

ト
オ
、
ア
ン
チ
ャ
メ
エ
グ
ワ
ー
が
あ
る
。
ミ
チ
イ
キ
ン
ト
オ
は
、 

イ
キ
ン
ト
オ
ブ
シ
の
種
類
の
中
で
、
曲
調
や
楽
曲
の
構
成
が
最
も 

古
い
か
ら
、
古
い
時
代
か
ら
発
達
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
普
通 

歌
わ
れ
る
イ
キ
ン
ト
オ
は
新
し
く
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

次
に
、
与
論
民
謡
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い 

こ
と
は
、
「
上
ギ
歌
」
「
下
ギ
歌
」
で
あ
る
。
「
上
ギ
歌
」
と
い
う 

の
は
、
輿
に
の
っ
て
歌
謡
の
場
の
雰
囲
気
を
最
高
度
に
盛
り
上
げ 

る
た
め
、
フ
ォ
ル
テ
（
感
情
を
強
め
に
表
現
す
る
）
で
歌
う
べ
き 

楽
節
の
と
こ
ろ
を
、
三
度
か
五
度
の
音
程
（
時
に
は
一
オ
ク
タ
ー 

ブ
）
の
音
高

ピ

ツ

チ

を
上
げ
て
歌
う
演
奏
法
の
こ
と
で
あ
る
。
ウ
キ
ユ
ー 

（
酒
宴
の
場
で
の
浮
き
浮
き
す
る
男
女
の
心
を
結ユ

い
付
け
る
歌
遊 

び
）
や
、
カ
イ
ウ
タ
の
歌
遊
び
の
場
で
「
上
ギ
歌
」
の
フ
シ
マ
ワ 

シ
が
歌
わ
れ
、
一
種
の
合
唱
曲
を
構
成
す
る
演
奏
（
歌
い
か
た
） 

を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
下
ギ
歌
」
と
い
う
の
は
「
上
ギ
歌
」 

の
反
対
の
演
奏
法
で
あ
る
。
「
上
ギ
歌
」
か
ら
見
れ
ば
三
度
か
五 

度
の
音
程
を
下
げ
て
歌
う
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
普
通 

の
イ
キ
ン
ト
オ
は
、
上
ギ
歌
か
ら
見
れ
ば
五
度
か
三
度
の
音
程
が 



下
が
っ
て
歌
わ
れ
た
の
で
、
後
に
は
下
ギ
イ
キ
ン
ト
オ
が
普
通
言 

わ
れ
る
イ
キ
ン
ト
オ
に
な
っ
た
。
歌
遊
び
の
場
で
順
番
に
上
ギ
歌 

を
歌
い
廻
し
た
か
ら
「
上
ギ
廻モ

ヲ

り
歌
」
と
か
「
上
ギ
廻モ

ヲ

シ
歌
」
と 

も
言
わ
れ
た
。
明
治
中
頃
ま
で
は
遊
び
歌
の
場
で
「
上
ギ
歌
」
の 

歌
い
廻
し
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
上
ギ
下
ギ 

歌
」
は
、
歌
い
始
め
と
歌
い
終
わ
り
の
一
首
ご
と
の
歌
詞
が
同
じ 

音
高
で
歌
わ
れ
、
途
中
で
音
程
の
上
下
の
差
が
出
来
る
か
ら
合
唱 

曲
に
な
っ
た
り
、
単
独
で
上
ギ
歌
を
歌
っ
た
り
し
た
。
昭
和
十
年 

代
ま
で
の
古
老
の
中
に
は
上
ギ
歌
を
歌
い
き
る
者
が
い
た
が
、
戦 

後
は
急
に
衰
え
今
で
は
廃
れ
て
い
る
（
昭
和
三
十
二
年
八
月
市
来 

嘉
平
翁
は
上
ギ
歌
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
）
。 

 

『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
上
げ
歌
」
の
語
が
記
さ
れ 

て
い
る
。
七
～
八
世
紀
の
本
土
の
近
畿
地
方
で
も
「
上
げ
歌
」
の 

演
奏
が
行
わ
れ
て
い
る
。
与
論
島
の
も
の
と
同
じ
演
奏
法
で
あ
っ 

た
だ
ろ
う
。
八
世
紀
の
本
土
文
献
に
「
下
げ
歌
」
の
記
録
例
は
見 

当
た
ら
な
い
が
、「
上
げ
歌
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
か
ら
お
そ
ら
く
「
下 

げ
歌
」
も
歌
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
与
論
島
の
「
上
げ
歌
」
の
演 

奏
法
は
、
奈
良
時
代
の
本
土
近
畿
地
方
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
は 

な
く
、
そ
れ
以
前
の
古
代
の
日
本
古
代
音
楽
（
南
九
州
本
土
あ
た 

り
で
歌
わ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
）
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ 

ろ
う
。
従
来
は
日
本
音
楽
に
は
古
く
か
ら
合
唱
音
楽
の
発
達
は
な 

く
、
斉
唱
音
楽
の
み
が
発
達
し
て
き
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ 

て
い
る
ら
し
い
が
、
与
論
島
の
「
上
ギ
歌
」
「
下
ギ
歌
」
や
奈
良 

朝
本
土
の
「
上
げ
歌
」
の
上
か
ら
見
る
と
、
や
は
り
奈
良
朝
以
前 

の
古
い
時
代
か
ら
日
本
に
合
唱
音
楽
は
発
達
し
て
い
た
と
考
え
る 

べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

夜
夜

ユ
ル
ユ
ル

ヌ
歌 ウ

タ

遊 ア
シ

び 

 

大
東
亜
戦
争
後
は
若
い
男
女
に
よ
る
「
ユ
ル
ユ
ル
ヌ
歌
遊
ビ
」 

は
し
だ
い
に
衰
え
て
い
っ
た
。
特
に
昭
和
三
十
年
代
の
高
度
経
済 

成
長
時
代
に
入
っ
て
か
ら
、
中
学
卒
業
者
が
本
土
に
就
職
し
た
り 

高
等
学
校
に
進
学
す
る
者
が
多
く
な
っ
て
、
島
内
に
留
ま
る
若
者 

が
急
速
に
減
少
し
、
与
論
島
に
高
等
学
校
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
四 

十
年
代
か
ら
は
、
大
部
分
の
中
学
卒
業
者
が
地
元
の
高
枚
へ
進
学 

す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
卒
業
後
は
本
土
へ
就
職
し
た
り
大
学
へ 

進
学
す
る
者
が
多
く
な
っ
て
、
島
に
定
着
す
る
若
者
が
年
々
減
少 

し
て
い
る
。
ま
た
、
本
土
の
流
行
歌
や
ギ
タ
ー
な
ど
が
は
や
り
、 

そ
の
た
め
民
謡
曲
を
歌
い
興
じ
て
夜
ご
と
夜
ご
と
の
歌
遊
び
を
す 

(一 ) 



る
習
俗
が
衰
え
た
。
そ
れ
以
前
に
は
未
婚
の
若
者
達
に
よ
っ
て
、 

夜

ご

と

夜

ご

と

の

歌

遊

び

が

行

わ

れ

て

い

た

。

最

も

華

や

か

に 

夜
々
の
歌
遊
び
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
は
、
支
那
事
変
の
始
ま
る 

昭
和
十
二
年
以
前
で
あ
る
。
こ
れ
と
い
っ
た
娯
楽
に
恵
ま
れ
な
い 

当
時
の
若
者
に
と
っ
て
は
、
三
味
線
の
弾
ず
る
民
謡
曲
に
合
わ
せ 

て
歌
い
ま
く
っ
て
時
を
過
ご
す
と
い
う
こ
と
が
、
唯
一
の
娯
楽
で 

あ
り
社
交
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
昼
間
の
農
作
業
を
終
え
夕
暮 

時
に
体
を
洗
い
清
め
、
夕
食
を
済
ま
せ
て
若
い
男
達
は
三
味
線
を 

た
ず
さ
え
て
、
メ
エ
ラ
ビ
の
家
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の 

メ
エ
ラ
ビ
（
女
童
、
未
婚
の
娘
）
は
民
謡
曲
の
幾
種
類
も
、
ま
た 

数

多

く

の

歌

詞

を

歌

い

こ

な

す

者

が

一

人

前

の

メ

エ

ラ

ビ

で

あ 

る
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

大
正
初
期
頃
ま
で
は
、
ア
タ
イ
サ
マ
タ
ギ
、
ミ
ヤ
ク
ブ
シ
、
パ 

イ
チ
ク
テ
ィ
ン
な
ど
の
歌
曲
が
、
若
者
の
間
に
も
幾
ら
か
歌
わ
れ 

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
し
だ
い
に
そ
れ
ら
の
古
曲
は
老
人
層
の 

間
で
の
み
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
年
代
に
入
っ
て
衰
え
て 

い

っ

た

。

ま

た

明

治

末

期

か

ら

大

正

初

期

に

か

け

て

は

チ

ュ

ッ 

キ
ャ
リ
ブ
シ
と
い
う
流
行
歌
が
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
初 

期
に
は
ア
ン
ガ
ヨ
オ
サ
ト
ゥ
が
歌
わ
れ
出
し
た
。
大
東
亜
戦
争
後 

生
ま
れ
の
若
者
達
は
こ
れ
ら
の
歌
曲
名
を
知
ら
ぬ
者
が
多
く
、
グ 

シ
ャ
ク
ヘ
ン
ヨ
ー
で
さ
え
も
曲
が
り
な
り
に
も
歌
え
る
者
は
少
な 

く
な
っ
て
い
る
。 

 

夜
の
歌
遊
び
を
す
る
場
合
メ
エ
ラ
ビ
の
親
（
や
家
族
）
は
、
だ 

い
た
い
十
二
時
頃
ま
で
は
遊
ぶ
の
を
許
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

風
が
強
か
っ
た
り
雨
天
の
場
合
は
、
遠
方
か
ら
通
っ
て
来
た
ア
シ 

ビ
ン
チ
ュ
を
メ
エ
ラ
ビ
の
家
に
泊
め
て
や
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
若 

い
男
は
次
に
示
す
歌
詞
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幾
日
も
幾
晩 

も
雨
の
日
も
風
の
日
も
メ
エ
ラ
ビ
の
家
に
通
い
続
け
、
歌
遊
び
を 

し
て
か
ら
互
い
に
恋
の
情
熱
を
打
ち
明
け
、
結
婚
へ
と
踏
み
き
っ 

て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

通 ハ

ユ

リ

ユ

リ

通ハ

ユ

り 

幾

夜

イ

ク

ユ

ル

ン

通ハ

ユ

り 

通カ

ユ

テ

ィ

勝マ

サ

ユ

シ

ド

ゥ 

 
 

思 ウ
ム

テ
ィ
勝マ

サ

ル 

 

「
ハ
ユ
リ
ユ
リ
」
は
カ
ユ
リ
カ
ユ
リ
と
歌
う
べ
き
で
あ
る
が
、 

音
律
の
関
係
で
簡
略
形
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
句
の
「
マ
サ
ル
」 

は
、
マ
サ
リ
ユ
ル
ま
た
は
マ
サ
ユ
ル
と
い
う
連
体
形
終
止
法
で
歌 

う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
歌
い
や
す
く
す
る
音
律
の
関
係
で
簡 

略
形
に
し
て
い
る
。
通
い
な
さ
い
通
い
続
け
な
さ
い
、
幾
日
も
幾 

夜
も
通
い
続
け
な
さ
い
、
通
い
続
け
て
勝
る
人
こ
そ
が
、
愛
情
が 



勝
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
を
表
し
て
い
る
。
通 

い
か
た
の
少
な
い
男
は
メ
エ
ラ
ビ
に
対
す
る
愛
情
の
足
り
な
い
者 

だ
、
と
い
う
考
え
方
が
底
に
流
れ
て
い
る
。 

 

音
程
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
声
量
が
豊
か
で
情
緒
た
っ
ぷ
り 

と
歌
い
、
男
の
心
情
を
ひ
き
つ
け
て
夜
々
の
歌
遊
び
を
す
る
メ
エ 

ラ
ビ
は
、
ウ
タ
シ
ャ
ー
と
言
わ
れ
る
。
夜
々
の
歌
遊
び
を
す
る
場 

合
、
一
般
的
に
メ
エ
ラ
ビ
の
貞
操
観
念
は
固
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

も
し
結
婚
前
に
肉
体
的
関
係
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
た
ち
ま
ち
社 

会
に
噂
が
広
が
り
、
ア
シ
ピ
ン
チ
ュ
は
一
人
減
り
二
人
減
り
つ
い 

に
は
来
な
く
な
り
、
社
会
か
ら
変
な
ふ
う
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
う 

か
う
か
交
わ
り
を
結
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
中
に
は
若 

い
男
女
二
人
が
、
沖
絶
や
奄
美
本
島
ま
た
は
本
土
へ
か
け
お
ち
し 

て
夫
婦
に
な
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。
与
論
島
の
男
女
は 

民
謡
の
中
に
育
ち
、
民
謡
と
生
活
を
共
に
し
て
、
歌
遊
び
の
中
に 

男

女

交

際

や

道

徳

の

修

練

ま

た

は

慰

安

を

求

め

て

き

た

の

で

あ 

る

。

し

た

が

っ

て

、

歌

謡

生

活

は

豊

か

な

情

操

や

パ

ー

ソ

ナ

リ 

テ
ィ
ー
を
培
う
上
で
必
須
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
民
謡
は
与
論 

島

民

に

と

っ

て

、

幾

千

年

来

心

の

支

え

と

な

り

燈

火

ト

モ

シ

ビ

と

な

り

、 

師
と
な
り
親
と
な
り
友
に
も
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

カ
イ
ウ
タ
遊
び
（
ウ
タ
カ
キ
） 

 

カ
イ
ウ
タ
ア
シ
ビ
は
歌
を
懸
け
合
っ
て
歌
い
楽
し
む
遊
び
の
こ 

と
で
、
カ
イ
ウ
タ
は
、
男
女
の
男
同
士
、
女
同
士
が
、
歌
を
交
互 

に
懸
け
合
っ
て
歌
い
興
ず
る
遊
び
で
あ
る
。 

 

カ
イ
ウ
タ
の
歌
唱
の
方
法
は
、
即
興
的
な
歌
詞
を
作
っ
て
男
女 

が
交
互
に
歌
い
合
う
こ
と
を
し
た
り
、
即
興
的
に
直
ち
に
歌
詞
が 

作
れ
な
い
場
合
に
は
、
一
般
に
あ
り
ふ
れ
た
歌
詞
を
持
ち
出
し
て 

歌
い
合
う
と
い
う
こ
と
を
す
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
歌
詞
を
民 

謡
曲
の
曲
節
お
よ
び
旋
律
に
あ
て
は
め
て
歌
い
、
次
に
歌
う
者
は 

そ
の
歌
末
を
と
る
か
、
ま
た
は
内
容
的
に
関
連
の
あ
る
歌
詞
を
詠 

み
歌
い
、
次
々
と
幾
十
幾
百
の
歌
詞
が
曲
調
に
合
わ
せ
て
歌
い
続 

け
ら
れ
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
る
と
い
う
や
り
か
た
を
用
い
る
の 

で
あ
る
。
与
論
島
の
民
謡
曲
の
歌
詞
は
、
大
抵
日
常
口
語
の
語
を 

八
八
八
六
の
句
形
に
配
列
し
て
即
興
的
に
歌
い
、
そ
れ
が
人
々
の 

間
に
広
ま
り
歌
わ
れ
て
定
着
し
て
一
般
歌
詞
と
な
っ
た
も
の
で
あ 

る
。
特
別
に
歌
詞
を
詠
み
作
る
練
習
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
な 

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
中
に
は
未
熟
な
も
の
も
か
な
り
存
す
る
。 

こ
う
し
て
後
に
は
「
詠
み
人
知
ら
ず
」
の
歌
詞
と
な
っ
た
も
の
ば 

(二 )  



か
り
で
あ
る
。 

 

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、 

当
時
の
本
土
の
近
畿
地
方
や
東
国
地
方
で
、
ウ
タ
カ
キ
が
行
わ
れ 

て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
与
論
島
の
カ
イ
ウ
タ
と
同
じ
や
り 

方
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
カ
イ
ウ
タ
は
奈
良
時
代
に
発 

生
し
そ
れ
が
南
西
諸
島
に
ま
で
伝
わ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な 

く
、
奈
良
朝
を
は
る
か
に
遡
っ
た
古
代
に
そ
の
発
生
起
源
を
求
め 

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
古
く
は
与
論
島
以
外
の
南
西
諸
島
で
も
カ
イ 

ウ
タ
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
早
く
か
ら
廃
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

今
は
青
年
男
女
に
よ
る
夜
々
の
遊
び
歌
に
お
け
る
小
規
模
の
カ 

イ
ウ
タ
は
廃
れ
て
い
る
が
、
以
前
に
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。 

同
じ
字
の
者
ま
た
は
他
の
字
の
者
も
一
所
に
集
っ
て
、
少
な
い
と 

き
で
五
、
六
人
多
い
と
き
で
十
五
、
六
人
で
、
女
の
家
の
庭
か
野 

原
か
砂
浜
な
ど
を
遊
び
場
と
し
て
、
三
味
線
や
小
太
鼓
に
合
わ
せ 

て
島
歌
の
カ
イ
ウ
タ
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
規
模
の
人
員 

の
構
成
に
よ
る
カ
イ
ウ
タ
は
、
正
月
に
行
わ
れ
た
。
昭
和
の
初
期 

ま
で
は
旧
正
月
（
当
時
新
正
月
は
一
般
に
は
ま
だ
行
わ
れ
な
か
っ 

た
）
の
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
島
内
の
多
く
の
男
女
が 

ハ
ミ
ゴ
オ
（
海
岸
の
洞
穴
）
近
く
の
景
勝
の
広
場
に
集
ま
り
、
大 

が
か
り
な
カ
イ
ウ
タ
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

ア
ン
チ
ャ
メ
エ
グ
ワ
は
、
ド
・
レ
・
ミ
・
ソ
・
ラ
・
シ
の
六
音 

音
階
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
チ
ャ
メ
エ
グ
ワ
は
沖
縄 

か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
人
が
あ
る
が
、
曲
調
を
見
る
と 

琉
歌
系
の
も
の
と
は
異
な
り
、
ヤ
マ
ト
ゥ
歌
調
系
の
も
の
で
沖
縄 

ま
で
伝
わ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

あ
る
男
が
ひ
く
三
味
線
の
ウ
タ
マ
チ
（
歌
待
ち
、
前
奏
に
当
た 

る
も
の
で
誰
か
の
歌
い
出
す
の
を
誘
い
待
つ
）
が
鳴
り
出
す
。
す 

る
と
別
の
男
が
次
に
示
す
歌
詞
を
歌
い
出
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て 

数
多
く
の
三
味
線
の
音
や
太
鼓
の
音
が
鳴
り
ひ
び
く
。
歌
い
出
し 

の
歌
詞
は
恋
愛
も
の
の
ど
れ
を
持
ち
出
し
て
も
よ
い
。 

 
 

 

深
山

ミ

ヤ

マ

蜘
蛛

フ

ブ

ガ
巣シ

イ

ヤ
サ
ア 

七
枝

ナ
ナ
ユ
ダ

こ
懸カ

カ
ル
ヨ
オ 

ワ
ヌ
ヤ 

 
 

ナ
ア
ニ
枝
ニ 

ア
セ
懸
カ
リ
欲プ

シ
ャ
ヌ 

ア
ン
チ
ャ
メ
グ
ヮ 

 
 

ア 

懸
カ
リ
欲
シ
ャ
ヌ 

 

右
の
歌
詞
の
大
意
は
、
奥
深
い
山
の
中
に
懸
け
て
あ
る
蜘
蛛
の 

巣
は
、
幾
つ
も
の
多
く
の
木
の
枝
に
懸
け
張
ら
れ
て
い
る
、
私
は 

あ
な
た
が
懸
け
て
張
っ
て
あ
る
木
の
枝
の
巣
の
中
に
懸
か
っ
て
捕 

ら
わ
れ
て
み
た
い
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
歌
詞
の 

歌
の
末
を
と
っ
て
、
次
に
示
す
ペ
エ
シ
ウ
タ
（
返
し
歌
）
を
あ
る 



女
が
歌
い
出
す
。 

 
 

 
欲 プ

り
懸
カ
ル
懸
カ
ル
サ
ア 

我ワ
ア

ガ
枝ユ

ダ

ニ
懸
カ
ル
ヨ
オ 

欲プ 

 
 

リ
懸
カ
テ
ィ
カ
ラ
ヤ 

ア
セ
呪
詛

ス

ス

ウ

ヤ
為シ

ラ
ヌ 

ア
ン
チ
ャ
メ 

 
 

ヨ
オ 

呪
詛

ス

ス

ウ

ヤ
為シ

ラ
ス 

 

右
の
一
首
の
大
意
は
、
わ
た
し
を
思
い
慕
っ
て
、
わ
た
し
が
張 

り
め
ぐ
ら
し
懸
け
て
あ
る
木
の
枝
の
巣
の
中
に
、
飛
び
込
ん
で
懸 

か
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
（
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
）
、
決
し
て 

う
ら
み
憤
っ
て
憎
し
み
の
あ
ま
り
狂
い
た
つ
よ
う
な
こ
と
は
い
た 

し
ま
せ
ん
、
と
の
意
。 

 

次
に
は
、
「
懸
カ
テ
ィ
」
に
関
連
し
て
あ
る
男
が
、
次
の
歌
詞 

を
歌
う
。 

 
 

 

情
ナ
サ
キ

懸

イ

欲プ

シ

ャ

ヤ

サ

ア 

如

何

程

イ

カ

プ

ド

ゥ

ド

ゥ

有

シ

ガ

ヨ

ー 

 
 

今

我

身

ニ
ヤ
マ
ワ
ア
ミ
イ

ヌ

ヤ

シ

ャ

ヌ 

ア

セ

自

由

ヤ

成

ラ

ジ 

ア

ン

チ

ャ 

 
 

メ
グ
ヮ
ア 

自
由
ヤ
成
ラ
ジ 

 

そ
れ
を
受
け
て
別
の
女
が
、
次
の
歌
詞
を
歌
う
。 

 
 

自
由
成
ラ
ヌ
彼
氏

サ

ト

ゥ

ト
ゥ
サ
ア 

何ヌ
ウ

サ
ン
チ
此フ

ヌ
世
界

シ

ケ

エ

二
ヨ
オ 

 
 

生
マ
リ
ト
ゥ
テ
ィ
朝
夕

ア
サ
ユ
ウ 

ア
セ
我
肝
病

ワ

ア

キ

ム

ヤ

マ
ス 

ア
ン
チ
ャ
メ 

 
 

ヨ
オ 

我
肝
病

ワ

ア

キ

ム

ヤ

マ
ス 

男 

肝

病

キ

ム

デ

ィ

ム

如

何

イ

チ

ャ

シ

ュ

ン

ガ 

腹

病

ワ

タ

ヤ

デ

ィ

ン

如チ

ャ

何

シ

ュ

ン 

 
 

ガ 

我

胴

ワ
ア
ド
ゥ
ウ

シ

シ

ャ

ル

事
フ
ト
ゥ

ヌ 

ア

セ

ニ

ャ

ア

恨ウ

ラ

ミ

シ

ャ

ヌ 

 
 

ア
ン
チ
ャ
メ
グ
ヮ
ア 

ニ
ャ
ア
恨ウ

ラ

ミ
シ
ャ
ヌ 

女 

誰タ
ル

ユ
恨ウ

ラ

ミ
ユ
ル
サ
ア 

儘マ
マ

成
ラ
ヌ
世
界

シ

ケ

エ

ヤ
ヨ
オ 

儘マ
マ

成
ラ
ヌ 

 
 

世
界

シ

ケ

エ

ド
ゥ 

ア
セ
ニ
ャ
ア
恨ウ

ラ

ミ
イ
シ
ャ
ル 

ア
ン
チ
ャ
メ
ヨ 

 
 

オ 

ニ
ャ
ア
恨ウ

ラ

ミ
イ
シ
ャ
ル 

男 

恨ウ
ラ

ミ
テ
ィ
ヤ
賜タ

バ
ン
ナ 

此フ

リ
マ
デ
ィ
ヌ
積チ

ム
イ
ヨ
オ 

合ア
ワ 

 
 

サ

ラ

ヌ

二

人

タ

イ

ガ 

ア

セ

運

命

ヌ

サ

リ

デ

ム

ヌ 

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ

オ 

 
 

 

ヌ
サ
リ
デ
ム
ヌ 

 

次
に
は
囃ペ

エ

シ
歌ウ

タ

の
始
め
の
一
句
を
誰
か
が
歌
い
出
す
と
、
全
員 

が
二
句
か
ら
威
勢
よ
く
斉
唱
す
る
。
ペ
エ
シ
歌
は
本
歌
詞
を
四
つ 

五

つ

歌

っ

た

後

に

歌

わ

れ

る

こ

と

も

あ

る

。

ペ

エ

シ

歌

の

メ

ロ 

デ
ィ
ー
は
本
歌
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
次
に
ペ
エ
シ
歌
の 

歌
詞
を
記
そ
う
。 

 
 

  

若
サ
シ
ュ
ル
ウ
チ 

島
々

シ
マ
ジ
マ

降ク

ダ
ミ
テ
ィ 

互タ
ゲ

ニ
寄
イ
寄
イ 

 
 

年
寄

ト
ゥ
シ
ユ

ラ
ン
ヤ
ア 

サ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ 

 
若
く
し
て
い
る
あ
い
だ
（
う
ち
）
に
、
方
々
の
集
落
を
巡
り
歩 

き
、
互
い
に
ゆ
っ
く
り
歳
を
と
り
ま
し
ょ
う
か
と
の
意
。
囃
し
歌 

を
カ
イ
ウ
タ
の
歌
詞
の
間
に
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
イ
ウ 

タ
の
場
が
最
高
度
に
賑
や
か
に
な
り
、
楽
し
み
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク 



ス
の
法
悦
の
境
地
へ
と
誘
わ
れ
導
か
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
次 

に
は
、
右
の
本
歌
詞
の
歌
末
を
と
っ
て
別
の
歌
詞
を
歌
う
か
、
ま 

た
は
関
連
の
あ
る
歌
詞
を
次
々
に
歌
う
。
し
ば
ら
く
沈
黙
が
続
き 

歌
詞
が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
頃
合
い
を
み
て
、
年
若
く
し 

て
歌
遊
び
経
験
の
未
熟
な
メ
エ
ラ
ビ
は
、
次
の
歌
詞
を
持
ち
出
し 

て
歌
う
。 

 
 

 

初 パ
ジ

ミ
テ
ィ
ド
ゥ
エ
シ
ガ
サ
ア 

合ア

ヲ
サ
リ
ガ
シ
ャ
ビ
ュ
ラ 

 
 

ヨ
オ 

キ
バ
テ
ィ
弾ピ

キ
ミ
ソ
リ 

ア
セ
合ア

ヲ
チ
遊ア

シ

バ
ン 

ア 

 
 

ン
チ
ャ
メ
ヨ
オ 

合
ヲ
チ
遊ア

ス

バ
ン 

男 

遊ア

シ

ビ

好ジ

キ

私ワ

ヌ

ヤ

サ

ア 

遊ア

シ

バ

ダ

ナ

成

ラ

ジ

ヨ

オ 

東

白

ア
ガ
リ
シ
ラ

ガ 

 
 

ニ

ク 

続
ト
ゥ
ド
ゥ

ク

マ

デ

ィ

ン 

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ア 

続
ト
ゥ
ド
ゥ

ク

マ 

 
 

デ
ィ
ン 

 
 

「
遊
バ
ダ
ナ
」
は
遊
ば
な
い
で
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の 

意
。
白
ガ
ニ
ク
は
地
名
。 

囃

シ

歌 

一

本

阿

チ
ュ
ム
ト
ウ
ア
ダ

旦ニ

ニ 

坐ビ

ッ

チ

ュ

ル

カ

ラ

鳩
パ
ト
ゥ 

昔
ム
カ
シ

ニ

ン

グ 

 
 

ル 

有
ラ
ヌ
カ
ヤ
ア
で
サ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ 

 

何
ひ
と
つ
歌
お
う
と
も
せ
ず
た
だ
黙
っ
て
聴
い
て
い
る
女
に
対 

し
て
は
、
次
に
示
す
歌
詞
を
歌
っ
て
呼
び
掛
け
る
。 

男 

歌
ヤ
為シ

り
愛
人

カ

ナ

ヤ
ヨ
オ 

歌
シ
遊
女

ド

ゥ

リ

成
ラ
ヌ
ヨ
オ 

歌
ヤ
パ 

 
 

ル

道ミ

チ

ヌ 

ア

セ

伽
ト
ゥ
ギ

ド

ゥ

成

ユ

ル 

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ヮ

ア 

 
 

伽
ト
ゥ
ギ

ド
ウ
成
ユ
ル 

 

右
の
一
首
の
大
意
は
、
歌
を
し
な
さ
い
（
歌
い
な
さ
い
）
愛
す 

る
人
よ
、
歌
と
い
う
も
の
は
歌
う
べ
き
も
の
で
あ
る
の
だ
よ
、
歌 

を
歌
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
遊
女
（
女
郎
）
に
な
ん
か
は
な
ら
な
い 

の
だ
、
歌
と
い
う
も
の
は
農
耕
地
へ
の
往
き
来
の
道
の
上
で
、
力 

付
け
と
な
り
慰
め
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
の
だ
よ
（
さ
あ
歌
っ
て 

ご
ら
ん
）
と
の
意
。
「
歌
シ
」
は
、
歌
で
も
っ
て
と
の
意
、
「
シ
」 

は
与
格
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
。 

女 

歌

ヤ

農

耕

道

パ

ル

ミ

チ

ヌ

サ

ア 

伽
ト
ゥ
ギ

成

ユ

ラ

思

テ

ィ

ヨ

オ 

ワ

ヌ

ヤ 

 
 

農
地

パ

ル

行イ

ヂ
ュ
テ
ィ 

ア
セ
歌
ド
ゥ
為シ

チ
ャ
ル 

ア
ン
チ
ャ
メ 

 
 

ヨ
オ 

歌
ド
ゥ
為シ

チ
ャ
ル 

男 

巡ミ
グ

イ
巡ミ

グ

イ
廻マ

ワ

ル
サ
ア 

ヌ
イ
詰チ

ミ
テ
ィ
来ク

リ
バ
ヨ
オ 

歌ウ
テ

エ 

 
 

成

ラ

ヌ

女

人

ヲ

ゥ

ナ

グ 

ア

セ

蝦イ

ビ

ヌ

退
シ
ジ
ュ

キ 

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ア 

蝦イ
ビ 

 
 

ヌ

退
シ
ジ
ュ

キ 

 
「
ヌ
イ
チ
ミ
テ
ィ
」
は
、
針
で
着
物
を
縫
い
つ
め
る
よ
う
に
、 

し
だ
い
に
自
分
の
歌
う
べ
き
番
に
近
寄
っ
て
く
る
意
。
蝦
ヌ
退
キ 

は
、
蝦
が
物
に
驚
い
て
瀬
の
中
に
後
ず
さ
り
し
て
引
っ
込
む
よ
う 

に
円
形
の
列
か
ら
退
く
こ
と
。
自
分
の
番
が
廻
っ
て
き
た
と
き
は 



ひ
っ
こ
ん
で
い
な
い
で
黙
っ
て
い
な
い
で
歌
い
な
さ
い
よ
の
意
。 

カ
イ
ウ
タ
の
カ
キ
ウ
タ
は
、
順
番
に
歌
う
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
い 

る
。 

女 

今
ニ
ャ
マ

ド

ゥ

打

チ

出ヂ

ャ

シ

ョ

リ 

ワ

ヌ

打

チ

出イ

ヂ

ャ

サ

バ 

其ウ

リ 

 
 

ガ

懸

キ

戻

カ

イ

ム

ド

ゥ

シ 
ア

セ

貴

方

ウ

レ

シ

為シ

リ

ヨ

オ 

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ 

 
 

オ 

貴
方

ウ

レ

シ
為シ

リ
ヨ
オ 

男 

女
童

ミ
ヤ
ラ
ビ

ヤ
成
ト
ゥ
テ
ィ
サ
ア 

歌
為シ

ラ
ヌ
成
ユ
ラ
イ
ヨ
オ 

歌 

 
 

ヤ

女

童

ミ

ヤ

ラ

ビ

ヌ 

ア

セ

花パ

ナ

ド

ゥ

成

ユ

ル 

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ヮ

ア 

 
 

花 パ
ナ

ド
ゥ
成
ユ
ル 

女 

今
ニ
ャ
マ

ヌ

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ヮ

ヤ 

ワ

ヌ

シ

打

チ

出ヂ

ャ

サ

バ

ヨ

オ 

 
 

其 ウ

リ

ガ

返ケ

エ

シ

戻
ム
ド
ゥ

シ 

ア

セ

貴

方

ウ

レ

シ

為シ

リ

ヨ

オ 

ア

ン

チ

ャ 

 
 

メ
ヨ
オ 

貴
方

ウ

レ

シ
為シ

リ
ヨ
オ 

囃

シ

歌 

愛カ

ナ

シ

友

人

ド
ゥ
シ
ン
チ
ャ

ヤ 

北ミ

シ

ナ

イ 

南ペ

ー

ナ

イ 

定サ

ダ

ミ

苦グ

ル

シ

ャ

ヌ 

 
 

自
由
成
ラ
ジ 

サ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ 

 

こ

の

よ

う

に

幾

首

か

の

歌

詞

が

歌

い

続

け

ら

れ

て

い

く

う

ち 

に
、
こ
ん
ど
は
一
番
年
若
い
女
が
、
次
に
示
す
歌
詞
を
歌
い
出
す
。 

女 

ワ

ヌ

ヤ

今

童

ニ
ャ
マ
ワ
ラ
ビ

サ

ア 

歌

ヌ

道

知

ミ

チ

シ

ラ

ヌ

ヨ

オ 

先

生

サ

キ

ウ

マ

リ

貴ウ 

 
 

方 レ

シ 

ア
セ
教ナ

ロ

チ
賜タ

ボ
リ 

ア
ン
チ
ャ
メ
ヨ
オ 

教ナ
ロ

チ
賜タ

ボ 

 
 

リ 

 

右
の
一
首
の
大
意
は
、
私
は
今
ま
だ
ほ
ん
の
子
供
で
あ
る
か
ら
、 

歌
を
歌
う
道
を
知
ら
な
い
、
先
に
生
ま
れ
た
先
輩
の
あ
な
た
、
ど 

う
か
教
え
て
下
さ
い
ま
せ
と
の
意
。
こ
の
年
若
い
女
の
歌
う
の
を 

受
け
て
、
真
実
を
吐
露
し
て
歌
い
さ
え
す
れ
ば
、
恥
を
か
く
こ
と 

は
何
も
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
の
次
に
示
す
歌
詞
を
、
あ
る 

男
が
歌
い
出
す
。 

男 

打

チ

出ヂ

ャ

シ

ョ

リ

出ヂ

ャ

シ

ョ

リ

サ

ア 

真

事

マ

ク

ト

ゥ

ウ

チ

出ヂ

ャ

シ

ョ

リ

ヨ 

 
 

オ 

誠
マ
ク
ト
ゥ

ウ

チ

出ヂ

ャ

シ

バ 

ア

セ

何

恥

ヌ

ゥ

パ

ヂ

カ

キ

ュ

ン

ガ 

ア

ン 

 
 

チ
ャ
メ
グ
ヮ
ア 

何
恥

ヌ
ゥ
パ
ヂ

カ
キ
ュ
ン
ガ 

 

「
出
シ
ョ
リ
」
は
「
ダ
シ
ョ
リ
」
と
い
う
形
で
歌
う
べ
き
で
あ 

る
が
、
変
化
形
の
「
ヂ
ャ
シ
ョ
リ
」
で
歌
う
人
が
多
い
。
こ
の
一 

首
の
大
意
は
、
遠
慮
す
る
こ
と
な
ん
か
い
ら
な
い
か
ら
、
正
直
に 

真
心
を
こ
め
て
打
ち
出
し
な
さ
い
表
し
な
さ
い
、
真
実
の
ま
こ
と 

の
心
で
も
っ
て
、
打
ち
出
し
て
表
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
恥
を 

か
く
こ
と
な
ん
か
は
何
も
無
い
だ
ろ
う
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ 

る
。
こ
の
歌
詞
は
与
論
島
民
の
「
誠
精
神
」
の
シ
ン
ボ
ル
み
た
い 

に
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

女 

ウ
チ
出ヂ

ャ

サ
ヌ
マ
ギ
ヤ
サ
ア 

友
人

ド

ゥ

シ

ヌ
思ム

イ
ヤ
深プ

カ

ク
ヨ
オ 

真マ 

 
 

事
ク
ト
ゥ

ウ

チ

出ヂ

ャ

サ

バ 

ア

セ

我

思

ワ

ア

ム

イ

ヤ

深プ

カ

ク 

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ 



 
 

オ 

我
思

ワ

ア

ム

イ
ヤ
深プ

カ

ク 
男 
何
時

イ

チ

マ
デ
ィ
ム
思ウ

ム

テ
ィ
サ
ア 

縁
結

ヰ
ヌ
ム
ス

デ
ィ
カ
ラ
ヤ
ヨ
オ 

真マ
ア 

 
 

事

後

生

ク
ト
ゥ
グ
シ
ョ
オ

マ

デ

ィ

ム 

ア

セ

思ウ

ム

イ

ド

ゥ

シ

ャ

ビ

ュ

ル 

ア

ン 

 
 

チ
ャ
メ
ヨ
オ 

思ウ
ム

イ
ド
ゥ
シ
ャ
ビ
ュ
ル 

女 

儘マ
マ

成
ラ
ヌ
ウ
チ
ヤ
サ
ア 

好シ

カ
チ
惚プ

ラ
シ
ュ
シ
ガ
ヨ
オ 

真マ
ア 

 
 

事
ク
ト
ゥ

自

由

ジ

ユ

ウ

成

リ

バ 
ア

セ

捨シ

テ

ィ

声

果

グ

イ

パ

テ

ィ

声グ

イ

ア

ン

チ

ャ 

 
 

メ
ヨ
オ 

捨シ

テ
ィ
声
果

グ

イ

パ

テ
ィ
声グ

イ 

囃

シ

歌 

思ウ

ム

テ

ィ

通カ

ユ

リ

バ 

千

里

セ

ン

リ

ム

一

里

イ

チ

リ 

遊 ア

ス

デ

ィ

戻
ム
ド
ゥ

リ

バ 

 
 

元
ム
ト
ゥ

ヌ
千
里

セ

ン

リ 

サ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ 

 

こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
男
女
が
交
互
に
次
々
と
順
番
に
廻
っ
て 

歌
い
懸
け
合
っ
て
か
ら
、
こ
ん
ど
は
別
の
女
が
前
の
歌
詞
と
は
関 

連
の
な
い
も
の
を
歌
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
。 

女 

今
日

キ

ユ

ヤ
此
処
居

ク

マ

ヲ

ゥ

ト
ゥ
テ
ィ
ヨ
オ 

色
々

イ
ル
イ
ル

ヌ
遊ア

ス

ビ
ヨ
オ 
明
日

ア

チ

ャ 

 
 

ヤ

面

影

ウ

ム

カ

ギ

ヌ 

ア

セ

立

タ

バ

如

何

イ

カ

シ

ュ

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ

オ 

 
 

立
タ
バ
如
何

イ

カ

シ
ュ 

 

右
の
一
首
の
大
意
は
、
き
ょ
う
は
こ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
く 

遊
ん
で
い
る
が
、
明
日
に
な
っ
て
か
ら
あ
な
た
の
姿
（
面
影
）
が 

心
に
こ
び
り
つ
い
て
、
思
い
出
さ
れ
て
き
た
ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う 

か
、
と
の
意
。 

男 

頼タ

ン

デ

ィ

浜

千

鳥

パ

マ

チ

ヂ

ュ

イ

ヨ

オ 

朝

間

ア

サ

マ

夕

間

鳴

ユ

ウ

マ

ア

ナ

ク

ナ

ヨ

オ 

鳴

キ

バ 

 
 

面
影

ウ
ム
カ
ギ

ヌ 

ア
セ
増
サ
テ
ィ
立
チ
ュ
イ 

ア
ン
チ
ャ
メ
グ
ヮ
ア 

 
 

増
サ
テ
ィ
立
チ
ュ
イ 

 

右
の
一
首
の
大
意
は
、
頼
む
か
ら
ど
う
か
浜
千
鳥
よ
、
そ
ん
な 

に
朝
夕
鳴
い
て
く
れ
る
な
、
お
ま
え
が
鳴
い
て
い
る
と
、
お
ま
え 

の
姿
が
浮
か
ん
で
き
て
、
ま
す
ま
す
慕
わ
し
く
な
っ
て
き
て
な
ら 

な
い
よ
、
と
の
意
。
浜
千
鳥
を
女
に
た
と
え
て
歌
っ
た
も
の
で
あ 

る
。 

女 

千

鳥

チ

ド

ゥ

リ

浜

千

鳥

パ

マ

チ

ド

ゥ

リ

ヨ

オ 

何ヌ

ガ

ウ

ラ

ヤ

鳴

キ

ュ

ル

ヨ

オ 

母
ア
ン
マ 

 
 

面
影

ウ
ム
カ
ギ

ヌ
ア
セ
立
チ
ド
ゥ
鳴
キ
ュ
ル 

ア
ン
チ
ャ
メ
ヨ
オ 

立 

 
 

チ
ド
ゥ
鳴
キ
ュ
ル 

 

右
の
一
首
の
大
意
は
、
浜
千
鳥
さ
ん
よ
ど
う
し
て
お
前
は
そ
ん 

な
に
鳴
い
て
い
る
の
か
ね
、
き
っ
と
や
さ
し
い
母
の
面
影
が
立
っ 

た
か
ら
こ
そ
鳴
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
の
意
。
男
女
が
交
互
に 

懸
け
合
っ
て
歌
う
音
調
と
、
三
味
線
や
太
鼓
や
手
拍
子
の
鳴
り
響 

く
音
響
の
間
に
は
、
全
く
融
け
合
っ
て
調
和
の
と
れ
た
交
響
楽
に 

も
比
す
べ
き
場
の
雰
囲
気
が
か
も
し
出
さ
れ
る
。 

男 

母

面

影

ア
ン
マ
ウ
ム
カ
ギ

ヤ

サ

ア 

マ

ニ

マ

ニ

ド

ゥ

立

チ

ュ

ル

ヨ

オ 

カ

ナ 

 
 

ガ

面

影

ウ

ム

カ

ギ

ヤ 
ア

セ

朝

夕

ア

サ

ユ

ウ

立

チ

ュ

イ 

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ヮ

ア 



 
 

朝
夕

ア
サ
ユ
ウ

立
チ
ュ
イ 

女 
面
影

ウ
ム
カ
ギ

ヤ
立
チ
ュ
イ
サ
ア 

暮
ラ
サ
ラ
ヌ
夜ユ

ル

ヤ
ヨ
オ 

彼
氏

サ

ト

ゥ

ガ 

 
 

他
所
肝

ユ

ス

ギ

ム

ヌ 

ア
セ
有
テ
ィ
ド
ゥ
立
チ
ュ
ル 

ア
ン
チ
ャ
メ
ヨ 

 
 

オ 

有 ア

テ
ィ
ド
ゥ
立
チ
ュ
ル 

男 

面
影

ウ
ム
カ
ギ

ヌ
立
タ
バ
サ
ア 

沙
汰

サ

タ

シ
チ
ャ
ラ
思ウ

ム

イ
ヨ
オ 

深プ
カ

ク
夢イ

ミ 

 
 

見

イ

ラ

バ 

ア

セ

死

ヂ

ャ

ラ

思ウ

ム

イ 

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ヮ

ア 

 
 

死
ヂ
ヤ
ラ
思ウ

ム

イ 

女 

面
影

ウ
ム
カ
ギ

ヌ
懐ナ

チ

カ
シ
ャ 

サ
ア 
立
ト
ゥ
ナ
チ
バ
立
テ
ュ
イ
ヨ
オ 

 
 

朝
夕

ア
サ
ユ
ウ

立
チ
増
サ
テ
ィ 

ア
セ
我
肝
病

ワ

ア

キ

ム

ヤ

マ
シ
ュ 

ア
ン
チ
ャ
メ 

 
 

ヨ
オ 

我
肝
病

ワ

ア

キ

ム

ヤ

マ
シ
ュ 

 

次
に
は
、
面
影
と
は
関
係
の
な
い
歌
詞
が
歌
い
出
さ
れ
る
こ
と 

が
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
。 

女 

糸
イ
ト
ゥ

ヤ

玉

貫

タ

マ

ヌ

カ

リ

ュ

ル 

玉

ヤ

首

巻

ク

ビ

マ

カ

リ

ュ

ル 

何ヌ

ガ

ヨ

オ 

 
 

ウ

ミ

サ

ト

ゥ

ヤ 

ア

セ

我

首

抱

ワ

ア

ク

ビ

ダ

カ

ヌ 

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ

オ 

 
 

我
首
抱

ワ

ア

ク

ビ

ダ

カ
ヌ 

 

こ
の
歌
詞
は
、
玉
を
首
に
か
け
て
い
た
古
代
の
頃
か
ら
、
歌
わ 

れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
糸
は
玉
を
貫
き
通
す
こ
と 

が
出
来
る
し
、
玉
は
首
に
巻
く
こ
と
が
出
来
る
、
そ
れ
な
の
に
、 

思
い
慕
っ
て
い
る
恋
し
い
人
は
、
ど
う
し
て
私
の
首
を
、
抱
い
て 

愛
し
て
く
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
の
意
。 

男 

玉

ヌ

緒
ヲ
ゥ
ウ

ヌ

切

リ

テ

ィ

ヨ

オ 

惜ア

タ

ラ

玉

散

タ

マ

チ

ラ

チ

ョ

オ 

貫ヌ

キ 

 
 

変 カ

ワ

シ

ュ

ル

糸
イ
ト
ゥ

ヌ 

ア

セ

有ア

ユ

ラ

エ

シ

ガ 

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ヮ 

 
 

ア 

有
ラ
エ
シ
ガ 

 

こ
の
歌
詞
に
も
詠
み
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
代
の
人
々
は 

緒
糸
で
も
っ
て
玉
を
貫
き
通
し
て
そ
れ
を
首
に
佩
用

ハ
イ
ヨ
ウ

し
て
い
た
の 

で
あ
る
。
こ
の
歌
詞
も
、
古
代
か
ら
歌
わ
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
も 

の
で
あ
ろ
う
。
一
首
の
大
意
は
、
玉
を
貫
き
連
ね
て
あ
る
緒
糸
が 

切
れ
て
、
惜
し
く
も
っ
た
い
な
い
玉
を
ば
ら
ば
ら
に
散
ら
し
て
し 

ま
っ
た
が
、
そ
れ
を
貫
き
変
え
る
緒
糸
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
お 

そ
ら
く
あ
り
ま
す
ま
い
と
の
意
。
こ
の
歌
詞
は
、
筋
金
の
入
っ
た 

女
の
真
情
を
男
が
欲
し
が
っ
て
い
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。 

 

次
に
は
、
男
で
も
女
で
も
よ
い
が
誰
か
が
次
に
示
す
囃
し
歌
の 

初
め
の
一
句
を
歌
い
出
す
と
、
三
味
線
・
太
鼓
・
手
拍
子
の
奏
楽 

の
賑
や
か
さ
が
伴
っ
て
、
全
員
が
威
勢
よ
く
囃
し
歌
の
二
旬
目
か 

ら
斉
唱
す
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 
貴
方

ウ

レ

エ

ガ
エ
ン
チ
チ 

飯
焚

マ

イ

タ

チ
置ウ

チ
ャ
ク
タ
ア 

ヤ
ナ
ギ
雌ミ 

 
 

鶏
ド
ゥ
イ

ヌ
掻カ

キ
散チ

ラ
チ 

サ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ 

 

次
に
は
、
花
に
関
す
る
歌
詞
が
交
互
に
次
々
と
歌
わ
れ
る
。 



男 

高
サ
咲
ク
花パ

ナ

ヤ
サ
ア 

登ヌ
ブ

テ
ィ
取ト

ゥ

イ
苦グ

ル

シ
ャ
ヨ
オ 

根
枝

ネ

ユ

ダ

カ 

 
 

チ
ミ
ト
ゥ
テ
ィ 

ア
セ
思ウ

ム

タ
バ
カ
リ 

ア
ン
チ
ャ
メ
グ
ヮ
ア 

 
 

思 ウ
ム

タ
バ
カ
リ 

 

「
咲
ク
花
」
は
口
語
で
は
「
咲
キ
ュ
ル
花
」
と
い
う
が
、
歌
謡 

で
は
韻
律
の
関
係
で
最
も
新
し
い
変
化
形
の
「
咲
ク
花
」
で
歌
っ 

て
い
る
。
「
咲
キ
ュ
花
」
で
歌
う
べ
き
で
あ
る
。
右
の
歌
詞
は
、 

階
級
対
立
の
ひ
ど
か
っ
た
江
戸
末
期
以
前
の
時
代
に
は
、
士
族
の 

娘
は
平
民
の
男
か
ら
は
高
嶺
に
咲
い
た
花
の
如
く
到
底
及
び
の
で 

き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
た
だ
、
高
い
木
の
梢
に
咲
く
花
を 

恋
い
な
が
ら
木
の
下
枝
を
握
っ
て
嘆
息
し
て
い
る
よ
う
な
及
ば
ぬ 

恋
に
焼
か
れ
る
お
も
い
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
詠
み
歌
っ 

た
も
の
で
あ
る
。 

女 

儘マ
マ

成
ラ
ヌ
花パ

ナ

ヤ
サ
ア 

何ヌ
ゥ

サ
ン
チ
此ク

ヌ
世
界

シ

ケ

エ

ニ
ヨ
オ 
生
マ 

 
 

リ
ト
ゥ
テ
ィ
朝
夕

ア
サ
ユ
ウ 

ア
セ
我
肝
病

ワ

ア

キ

ム

ヤ

マ
シ
ェ 

ア
ン
チ
ャ
メ
ヨ 

 
 

オ 

我
肝
病

ワ

ア

キ

ム

ヤ

マ
シ
ュ 

男 

花パ
ナ

ヤ
幾
花

イ
ク
パ
ナ

ム
サ
ア 

咲
チ
ド
ゥ
蕾チ

ブ

ミ
ユ
ル
ヨ
オ 

咲
カ
ヌ
蕾チ

ブ 
 

 
 

ミ

ユ

ル 

ア

セ

此ク

ヌ

世

御

里

ユ

ウ

ミ

サ

ト

ゥ 

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ヮ

ア 

此ク 

 
 

ヌ
世
御
里

ユ
ウ
ミ
サ
ト
ゥ 

女 

花パ

ナ

ヌ

美
チ
ュ
ラ

ラ

花パ

ナ

ヤ

サ

ア 

村

々

ム

ラ

ム

ラ

ニ

有

ル

ガ

ヨ

オ 

情
ナ
サ
キ

有

ル

花パ
ナ 

 
 

ヤ

ア

セ

一

人

チ

ュ

イ

ド

ゥ

一

花

チ

ュ

パ

ナ 
 

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ

オ 

一

人

チ

ュ

イ

ド

ゥ 

  
 

一
花

チ
ュ
パ
ナ 

男 

花パ

ナ

エ

エ

リ

バ

匂
ニ
プ
イ

サ

ア 

枝

振

ユ

ダ

ブ

リ

ヤ

要イ

ラ

ヌ

ヨ

オ 

成

リ

振ブ 

 
 

リ

ヤ

要イ

ラ

ヌ 

ア

セ

愛

人

カ

ナ

ヌ

心
ク
ク
ル 

ア

ン

チ

ャ

メ

グ

ヮ

ア 

 
 

愛
人

カ

ナ

ヌ

心
ク
ク
ル 

女 

ワ
ヌ
ヤ
深
山

プ
カ
ヤ
マ

ニ
サ
ア 

咲
チ
ャ
ル
花パ

ナ

エ
エ
シ
ガ
ヨ
オ 

如
何

イ

チ

ャ 

 
 

シ
ウ
ミ
サ
ト
ゥ
ヤ 

ア
セ
尋ト

ゥ

メ
テ
ィ
ウ
ワ
チ
ャ
ン
ガ 

ア
ン 

 
 

チ
ャ
メ
ヨ
オ 

尋
メ
テ
ィ
ウ
ワ
チ
ャ
ン
ガ 

 

「
プ
カ
ヤ
マ
」
は
、
奥
深
い
山
の
中
の
意
で
、
ミ
ヤ
マ
、
ウ
ク 

ヤ
マ
（
奥
山
）
と
も
い
う
。
反
対
語
は
浅
山

ア
サ
ヤ
マ

で
あ
る
。
「
ト
ゥ
メ 

エ
テ
ィ
」
は
、
と
ま
え
て
、
即
ち
「
尋
ね
て
、
探
し
て
、
尋
ね
探 

し
て
」
な
ど
の
意
を
表
す
完
了
動
詞
ト
ゥ
メ
エ
ト
ゥ
イ
の
連
用
形 

で
あ
る
。
「
ウ
ワ
チ
ャ
ン
ガ
」
は
、
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
か
と 

の
意
を
表
す
。
一
首
の
大
意
は
、
私
は
奥
深
い
山
の
中
に
咲
い
て 

し
ま
っ
て
い
る
花
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
思
い
慕
う
そ
な 

た
は
、
私
を
尋
ね
探
し
て
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
と 

の
意
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
別
の
男
が
、
次
に
示
す
ケ
エ
シ
ウ 

タ
を
歌
う
。 

男 

深
山

プ
カ
ヤ
マ

ニ
咲
チ
ム
サ
ア 

浅
山

ア
サ
ヤ
マ

ニ
咲
チ
ム
サ
ア 

色イ
ル

ド
ゥ
愛カ

ナ

シ 



 
 

有
ル 

ア
セ
匂ニ

オ

デ
ィ
キ
チ
ャ
ル 

ア
ン
チ
ャ
メ
グ
ヮ
ア 

匂ニ
オ 

 
 

デ
ィ
来
チ
ャ
ル 

 

こ
の
歌
詞
の
大
意
は
、
奥
深
い
山
の
中
に
咲
い
て
い
て
も
、
人 

里
近
く
の
山
の
中
に
咲
い
て
い
て
も
、
い
と
し
く
恋
し
い
そ
な
た 

の
美
し
い
花
の
色
（
容
姿
）
の
香
り
が
、
匂
い
漂
っ
て
き
た
の
で 

来
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
と
の
意
。 

女 

花パ
ナ

ヤ
幾
花

イ
ク
パ
ナ

ム
サ
ア 

咲
チ
見
チ
ャ
ル
エ
エ
シ
ガ
ヨ
オ 

花パ
ナ

ヌ 

 
 

元

花

ム
ト
ゥ
パ
ナ

ヌ 

ア

セ

如
グ
ト
ゥ

ヤ

行イ

カ

ジ 

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ

オ 

如
グ
ト
ゥ 

 
 

ヤ
行イ

カ
ジ 

男 

幾イ
ク

ラ
美チ

ュ

ラ
花パ

ナ

ム
サ
ア 

見
チ
ミ
リ
バ
飽ア

キ
ュ
ン
ヨ
オ 

見
チ 

 
 

ミ

テ

ィ

ム

飽ア

カ

ヌ 

ア

セ

汝

縁

ナ

ア

ヰ

ヌ

我

縁

ワ

ア

ヰ

ヌ 

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ

オ 

 
 

汝
縁

ナ
ア
ヰ
ヌ

我
縁

ワ
ア
ヰ
ヌ 

女 

我ワ
ア

ガ
思ウ

ム

イ
深プ

カ

ク
サ
ア 

花
染

パ

ナ

ス

ミ
ニ
染ス

ミ
テ
ィ
ヨ
オ 
形
見

カ

タ

ミ

ウ 

 
 

シ

ャ

着ギ

イ

物ム

ヌ 

ア

セ

忘ワ

ス

リ

賜タ

バ

ン

ナ 

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ

オ 

 
 

忘 ワ
ス

リ
賜タ

バ
ン
ナ 

男 

流

リ

ユ

ル

水ミ

ヂ

ニ

サ 

桜

花

サ
ク
ラ
パ
ナ

浮

キ

テ

ィ

ヨ

オ 

色

美

イ

ル

チ

ュ

ラ

サ

有 

 
 

テ

ィ

ド

ゥ 

ア

セ

ス

ク

テ

ィ

ヤ

見

チ

ャ

ル 

ア

ン

チ

ャ

メ 

 
 

グ
ヮ
ア 

ス
ク
テ
ィ
見
チ
ャ
ル 

 

こ

の

よ

う

な

方

法

で

交

互

に

歌

っ

て

、

次

に

続

く

歌

詞

が

つ 

ま
っ
て
沈
黙
状
態
が
続
く
と
、
三
味
線
の
歌
待
ち
の
前
奏
は
な
ん 

ど
も
弾
き
続
け
ら
れ
、
誰
か
の
歌
い
出
し
を
待
っ
て
い
る
。
す
る 

と
別
の
男
が
歌
待
ち
の
歌
詞
を
歌
う
。 

男 

黒
木

ク

ル

キ

三
味
線

サ

ミ

セ

ン

ヤ
サ
ア 

鳴ナ

ト
ゥ
テ
ィ
歌
待

ウ

タ

マ

チ
ュ
イ
ヨ
オ 

何ヌ 

 
 

ガ
ヨ
ウ
ミ
愛
人

カ

ナ

ヤ 

ア
セ
歌
ヤ
為シ

ラ
ヌ 

ア
ン
チ
ャ
メ
グ
ヮ 

 
 

ア 

歌
ヤ
為シ

ラ
ヌ 

 

次
に
は
、
や
っ
と
思
い
出
し
て
別
の
女
が
蝶
の
歌
を
歌
い
出
す
。 

女 

飛ト

ゥ

ビ

立

テ

ュ

ル

蝶
パ
ピ
ル

サ

ア 

婚マ

ギ

待

チ

テ

ィ

散

リ

リ

ヨ

オ 

 
 

花 パ

ナ

ヌ

元

我

身

ム

ト

ゥ

ワ

ア

ミ

ヤ 

ア

セ

知

ラ

ヌ

蝶
パ
ピ
ル 

ア

ン

チ

ャ

メ

ヨ

オ 

 
 

知
ラ
ヌ

蝶
パ
ピ
ル 

 

「
婚マ

ギ
待
チ
テ
ィ
散
リ
リ
」
は
、
交
接
す
る
の
を
待
っ
て
か
ら 

飛
び
散
っ
て
行
き
な
さ
い
と
の
意
。
「
マ
ギ
」
は
動
詞
マ
ギ
ュ
イ 

の
連
用
形
で
あ
る
。
マ
ギ
ュ
イ
は
「
交
接
し
て
い
る
、
求
め
て
い 

る
」
と
の
意
を
表
す
。
花
ヌ
元
我
身
ヤ
は
、
花
を
支
え
持
っ
て
い 

る
元
幹
の
私
の
体
に
つ
い
て
は
と
の
意
。
右
の
一
首
の
大
意
は
、 

飛
び
立
っ
て
い
る
蝶
さ
ん
よ
、
交
接
す
る
の
を
待
っ
て
か
ら
、
飛 

び
散
っ
て
行
き
な
さ
い
よ
、
花
を
支
え
持
っ
て
元
幹
と
な
っ
て
い 

る
私
の
体
に
つ
い
て
は
、
あ
な
た
は
何
も
知
っ
て
い
な
い
蝶
さ
ん 

な
の
だ
と
の
意
。
蝶
を
男
に
喩
え
て
、
そ
の
蝶
は
花
を
支
え
て
い 



る
幹
の
体
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
い
、
私
の
体
は
と
て
も
よ
い 

の
だ
が
と
い
う
女
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
男 

が
次
の
ケ
エ
シ
ウ
タ
を
歌
う
。 

男 

花パ

ナ

ヌ

折

色

ヲ
ゥ
リ
イ
ル

ヌ

サ

ア 

虫ム

シ

ヌ

ア

ヤ

蝶
パ
ピ
ル

ヨ

オ 

花

尋

パ

ナ

ト

ゥ

メ

テ

ィ

飛ト

ゥ 

 
 

ビ
バ
ア
セ
尋タ

ヅ

ニ
成
ラ
ヌ 

ア
ン
チ
ャ
メ
グ
ヮ
ア 

尋タ
ヅ

ニ
成
ラ 

 
 

ヌ 

 

「
花
ヌ
折
色
ヌ
」
と
は
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ
い
ろ
の
美
し 

く
咲
く
花
が
と
の
意
。
折
色
は
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
に
色
と
り 

ど
り
咲
く
花
の
色
、
と
い
う
意
を
表
す
語
で
あ
る
。
ア
ヤ
パ
ピ
ル 

は
、
ま
だ
ら
に
な
っ
た
美
し
い
蝶
の
こ
と
。
花
ト
ゥ
メ
テ
ィ
飛
ビ 

バ
は
、
花
か
ら
花
へ
と
尋
ね
探
し
て
飛
ん
で
行
け
ば
と
の
意
。
右 

の
一
首
の
大
意
は
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
に
色
と
り
ど
り
咲
く
花 

が
あ
る
、
そ
の
花
を
求
め
て
美
し
い
ま
だ
ら
の
蝶
が
や
っ
て
く
る
、 

蝶
と
い
う
虫
は
、
こ
の
花
あ
の
花
と
尋
ね
探
し
て
浮
気
を
す
る
た 

め
飛
び
廻
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
虫
と
い
わ
れ
る
蝶
の
行
く
え
は
、 

尋
ね
廻
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
と
の
意
。 

 

以
上
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
カ
イ
ウ
タ
が
幾
時
間
か
行
わ
れ
て 

か
ら
、
全
員
で
次
に
示
す
歌
詞
を
斉
唱
し
て
退
散
す
る
。 
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